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八郎潟の完新統産 Potamocorbulαα、〃γensis

恥tamocoγ"IaamurensisfromHolloceneDeposits

ofHachiro-gata,NortheastHonshu,Japan

渡部展＊

AkiraWatanabe

Potamocor”/αα、"γensis(Schrenck)ヌマコダキ

カイは汽水域にﾉ'2，U､する北方系の二枚典であり，第1ノリ

紀の化石としてはほぼ全国的に分布が知らiiてL､る

(赤松,1980;ifil1l,1982;O'Hara,1982;Matsuura,

1977:ill橘ほか,1975など)。しかし現在のII水ﾘI.舟で

は青森県の腰架沼が¥'n¥股とされておりCi!,1977)**,

秋川県では′|ﾐ息が雌,組さ,れていない。化ｲiとしても，

秋Ill県ではりj雌､ドルの鮎1111肖（災新統)からわずかに報

告されてL，るだけである(Takayasu,1962が，

蚊近筆者は，八郎潟の完新統から水睡の化イ｢をかなり

大量に採集することがてきたので，ここに縦dt-j－る。

八郎潟はiiiifi'i約220k㎡の汽水湖であったか,Fi:

堀
ノノ

訓:が行われて湖底の人部分が露出し，現在では水Illな

どに利川されている。f拓前の八郎潟にﾉ'2息Lていた

戦体動物は，ルーヒ1965)によってmmm了されてL，

る。その'ﾉ1容は，オ'(水ﾉ'3種のCorbicutajaponica

Prime***ヤーィトシジミを主体とし’汽水城から淡水

域に牝息する靴からなるが,P.amurensisや海水ﾉt

値は存在Lていない。

今|M|P.α加urensisが得られたのは八郎潟'卜'央干拓

地の大潟村|ﾉ1であり，大潟村役場の約1.6km北東の地

点であるaxii)。ここを発掘し，地表から深さ20cmS

にlﾒ切って，深さ8()cmまでの堆積物を採雌したところ，

その一部に永怖が含まれていた。二の地'.'.',のI柳序や、

ー■二行

図1Poja7"OCCγ“jαα醜urensisのﾉ雁地（●印)Hi二地理院発行2万5千分の1地形図「人潟」を使用

＊|日職員，現ｿJKI.Im虻船｣||中'款佼教揃

**(i|l|'1977の.Mftでは,I像架沼では側認さiiず，その北側にあるlc駁治で採喋さ,hた。

＊＊＊井上1965'liC.ノaponicamartensiCi・I懇SINニホンシジミとしているか，、二れはC・japonicaPrimeの

syllonymである(波部.1977。
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八郎潟の完新統産Potamocoγ“jαα醜uγ“s4s

(Schrfnck)

1a,b:左殻,2a.b:右殻．どちらも0－20cm
の堆積物から得られた(×3）

職休動物群の詐弗IHについては改めて報告するi-定なの

で，慨|略を述べる。この地ﾉ､'､(で八郎潟のi(l捕物は，地

表から80cmまでは一部磯まじりであるが，砂層からな

る。砂層中には軟体動物化(lが多く，深さ約20cmまで

はC・japonicaが多量に含まれている。この部分に海

水生種は見られないが，約20craよ'3深い部分では海水

ﾉ|そ（内湾生）のi吹体動物を多量に含んでおり,+には

生没状態の二枚貝化Eも見られる。

P.amurensisが含まれていたのは，深さ0－20cm

および20-40cmから得られた堆積物である。特に0－

20cmの堆積物中に本種の個体数が多い。今I"!得られた

本樋個体（図2）の数は，殻片数で，0－20cmの堆積

物'['から60個,20-40cmの堆積物中から6佃である。

いずれも，′｣､形の個体が大部分であり，多くは殻長が

7Dim程度以下で，雄大の個体でも約llmraである。

ところで三位（1960）は，八郎潟の,il.版願に含まれ

る戦休動物化石から，完新世における八郎潟の環境の

変遷を,Ostreα湾,Macoma湾,Raetα符,Corbicula

湖の'九1つに区分して述べている。これにあてはめると，

発掘した地点の深さ0－約20cmのc.ノapanicaを多量

に含む堆積物は,Corbicula湖期のものと思われる。

干Iｲ順前の八郎潟には，全域にC・japonicaが非常

に多く生息していた(j|:上，1965)。そｵ1に対して，前

述したようにP.amurensisは生息していなかったの

で，本種はCoγ仇cula湖期のある時点で，この水域に

おいて絶滅したものと考えざるを得ない。jffl随が共に

ﾉk息していたにもかかわらず,c.ノapanicaは繁栄し

統け,P.amurensisが絶滅したことは,Corbicula

湖川になってからの八郎潟の環境の変進を知るうえで，

砿要な婆災であると考えられる。

謝辞：北海道開拓1氾念館の亦松守雄博_|言には，ヌマ

コダキガイの同定について御指導してし､ただいた。大

潟村の生ⅡI敏勝氏，秋IllI,1-立博物館のl''l橘一郎氏には

現地の発掘調査に御協ﾉJをいただいた。秋Ill県立博物

Itliの佐々 木厚，照井紀一のi町氏には研究の過程でご便

宜をはかっていただいた。以上の方々にIIFくお礼'I'し

上げる。また本綴告発炎の機会を与えらｵ'た秋|Ⅱ県立

博物航の斎藤長館長をはじめ，関係各位に深謝申し

上げる。さらに，男鹿市の故西村正氏には貝化石の

(li[先全般について御指導いただいており，八郎潟の完

新統雌の貝化u研につしても多くのご助言をいただ

いた。深く感謝｢1引し上げる。

文献

赤松守雌，1980：野帆丘|凌から産出する暖流系のフォーナ

につL､て．北海迫|刑拓‘弛念館研究年縦（8），1－19，

8Pls．

Ill11家徳,1982:新生代第四紀貝類．藤Ill家徳ほか綿，学

ノ'2版日本古生物図鑑，北隆館，338-363

波部忠亜,1977;日本雌軟体動物分類学，二枚貝綱／掘足

綱．北隆館,372p.

外上暗夫，1965：八郎潟の沿岸及び湖底の動物．八郎潟の

研究，八郎潟学術調代会，秋HI県，282-335．

ｲJi-ll尚珍,1977:小川原湖とその北方の湖沼作について．

地質調査所月報，28,623-628．

Matsuur.a,N.,1977:MolluscanFossilsfromtlieLate

PleistoceneMarineTerraceDepositsofHokuriku

Region,JapanSeaSideofCentralJapan．S“．

Rep.Kα〃αzawaLﾙliv.,22,117-162.20Pls.

三位秀夫,1960:八郎潟のi'¥'御曾．東北大学J'HII報告（地

質学)，特別号（4），590-598

O'Hara,S.,1982:MolluscanFossilsfromtheShimosa

Group(l.YabuandJizodoFormationsoftheMakuta

District).Jour.Coll.ArtsandSci.Chめα恥iひ．

B-15,27-56,3Pis.

Takaya.su,T.,1962!MolluscanFossilsfromtheShibikawa

FormationinOgaPeninsula,AkitaPrefecture,

Japan-StudiesoItheCenozoicFaunaintheAkita

OilField,Part2．Jour.Min.Coll.Aル此α恥jひ.，

Ser.A,2'2j,1-19.

|||名巌II｣本賢二・竹林慶謹,1975:鳥取､iﾉW沖砿層の

化｛『群喋．烏取り%:)/博物館研究報侍,(12),19-39.

－40－


